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大分市内８駅の無人化撤回等を求める申し入れ 
８月中旬、ＪＲ九州は大分エリアにおける駅遠隔ご案内システム(スマートサ

ポートステーション)の導入を検討していることを明らかにしました。 

対象エリアは日豊本線が「牧駅から幸崎駅」、豊肥本線が「中判田駅から滝尾

駅」として、各駅に導入し、始発列車から最終列車まで、お客様へのご案内を

おこなうとのことです。実施は来年の３月を予定していると聞き及んでいます。 

対象駅１０駅の内、現在「駅係員」の配置されている８駅も、駅係員による

窓口業務は廃止され、バリアフリー化が計画されている大在・鶴崎・高城駅も

無人駅の対象とされています。大分市内では、大分駅、西大分駅、南大分駅以

外はすべて無人駅となります。 

高齢者・障害者など利用者からは、「何かの際に手助けを求める係員がいなく

なるのは困ります」「係員がいることが一番のバリアフリー化です」「駅舎の適

正管理や安全・防犯などが心配です」などの声が寄せられています。利用者の

利便や安全性の確保のためには、到底受け入れることはできません。 

だれもが安心して利用できるＪＲ駅が住民の切実な願いです。利用者の利便

と安全を守るためには、駅のバリアフリ―化とともに、「各駅に駅係員の適切な

配置」がなによりも重要です。 

ＪＲ九州は、安全・安心第一の公共交通事業者として社会的責任を果たされ

ることを強く求めるものです。 

つきましては、下記事項について申し入れます。善処方をお願いします。 

 

記 

 

１ 大分市内８駅の無人化計画を撤回すること。 

２ 無人駅となっている幸崎駅などに「駅係員」を配置し、利用者の利便・

安全を守ること。 

以上 


